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朝晩の気温が下がり、ひんやりと肌寒い空気を感じるようになりました。昼夜の寒暖差が大きいので、服 

装や体調管理に気を付けて過ごしましょう。

今回は、大学入学共通テスト（以下、共通テスト）について紹介します。９月末に３年生が共通テストの 

出願を行いました。新課程１年目ということもあり、各科目の出題内容がどのように変化するのか、注視し 

ています。そして新教科「情報」が加わります。多くの国公立大学が「情報Ⅰ」の受験を必須としています。 

志望校の判定基準や出願動向の様子にどのような変化が起こるのか、気になるところです。共通テストの特 

徴を挙げると以下のようになります。

・マーク式の試験 

・問題文の文章量が多い

・時間内に解き切ることが難しい 

・知識・技能に加えて思考・判断・表現

が必要となる問題が多い

また、令和７年度共通テストの志願者数は

４８４，５６８人（受付最終日時点）となり、 

令和３年度に共通テストが開始してから、年々

減少し続けています。

共通テスト志願者数の推移

令和２年度 ５５７，６９９人 

令和３年度 ５３５，２４５人 

令和４年度 ５３０，３６７人 

令和５年度 ５１２，５８１人 

令和６年度 ４９１，９１４人 

令和７年度 ４８４，５６８人

（受付最終日時点）

１８歳人口の減少、教科数や文章量増加等により志願者数が減少していると考えられます。その一方で、

文部科学省が公表した「令和７年度 国立大学の入学定員（予定）について」によると、令和７年度の国立 

大学全体の入学定員は前年度に比べて３２６人増加し、９６，３９３人となるそうです。「共通テストの志 

願者数は減少、国立大学の定員は増加」ということは、国立大学への合格のチャンスが拡大しているという 

ことだと言えます。努力を重ね、勉学に励み、１月中旬の共通テストを最後まで受験し、志望校合格を目指 

してがんばってください。



【共通テストに向けて】

先に述べた特徴を見ると、共通テストはとても難しい試験で、自分には挑戦することが難しそうだと感じ 

るかもしれませんが、今後取り組むべきことはシンプルです。まずは基礎・基本の徹底が大切です。過去問 

を例として見てみましょう。

左の図は２０２１年度共通テスト数学①「数学Ⅰ・数学Ａ」の問題です。図形と計量（三角比）が題材と 

なっています。参考図を見て、あまり見かけない図だと感じる人もいると思います。（１）では、２辺の長 

さと１つの角の余弦（コサイン）の値から正弦（サイン）、そして三角形の面積を求める流れとなっていま 

す。

右上の図は２０２３年度１年生１１月模試（ベネッセ）の大問５です。三角形について３辺の長さが与え 

られており、（１）では１つの角の余弦（コサイン）を、（２）では正弦（サイン）を用いて三角形の面積 

を求めるよう問われています。その下の図は数学Ⅰの教科書に掲載されている余弦定理、三角形の面積の公 

式です。

ここで伝えたいことは、共通テストのように難しそうな試験であっても、その内容は教科書や問題集、日 

頃の定期考査や模試の中で何度も触れてきているものだということです。日々の授業、課題、自主的に取り 

組む復習などを丁寧にできているかが大切です。そして、その努力の成果を定期考査や模試などを通じて定 

期的に測り、自分の強みや弱みを明らかにし、入試を戦い抜ける基礎学力を身につけてください。

まずは１１月１日（金）の１１月模試に向けて、復習や過去問に取り組むなど入念に準備をし、当日を迎 

えましょう。受験後は自己採点と解き直しを丁寧に行い、取りこぼしを減らしていきましょう。コツコツが 

勝つコツ。期待しています。

【今後の進路指導関連の日程】

１１月１日（金） １・２年生 学びの基礎診断（ベネッセ総合学力テスト１１月）

１１月２日（土） 第３回ベネッセ・駿台大学入学共通テスト模試①（３年生普通＋体育コース希望者） 

１１月３日（日） 第３回ベネッセ・駿台大学入学共通テスト模試②（３年生普通＋体育コース希望者） 

１１月５日（火） ２年生キャリア講演会

１１月２日（土）・３日（日）の模試は、３年生にとって校内で受験する最後の模試です。全教科・科目 

をきちんと受験し、よい締めくくりをしましょう。


